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資　料

幼児の体力についての研究（２）

　－４～５歳児の推移と５年間の測定結果報告－

　　　　　梶　田　政　昭

　　　　　　　　　　　Studies on the physica1 Strength of lnfants

　　　　　　　　(2)lts Change from at the Age of Four to Five and

The Report on the result in the Test of physicaI Strength for the past five years.

目 的

ＭＡＳＡＡＫＩ ＫＡＪＩＴＡ

　正木健雄氏による，干どものからだのおかし

さの調査1)の中に,｢朝からあくび｣,｢何もしな

いのに疲れた｣,｢ころんでも手が出ない｣，など

幼児の発運上の問題が，とりあげられている。

また，文部省の体力白書による，岸本肇氏等の

調査2)｡3)によれば,｢全体的に，体力の向上は

みられるが，筋力(背筋力)と，柔軟性(立位

体前屈)の低下がある，これは体幹筋力の，弱

化と硬化のあらわれである｣，としている。こ

のように，子どものからだのおかしさや，体力

についての問題が，最近よくとりあげられる

が，別府市内の子どもたちの体力はどうなの

か，ひとつの目安としてでも，知ることができ

ればと，昭和59年より昭和63年までの５年間，

市内の保育所・幼稚園の先生方の御協力をいた

だき，11種目におよぶ体力測定を，初等教育科

幼児体育研究会の，学生と共に行なってきた。

　今回は，前回の中間報告4)に引き続き，５年

間の測定結果をもとに，４歳児から５歳児の体

力の推移を，全種目について分析し，若干の考

察を試みた。あわせて５年間の測定結果を報告

する。

調査方法

調査対象児

　別府市立の，保育所11園と幼稚園16園の幼

児，その内訳けは，５年間の対象児数を表１に

示す。また，４歳時から５歳時の推移対象児数

を，表２に示す。

調査期間

　別府市立保育所　５年間の各年度において，

７月下旬の５日間前後をかけ実施した。

　別府市立幼稚園　昭和59年度は，２月中旬か

ら３月初句の後期に，昭和60年度は，夏期休暇

前の７月中旬と２学期の始まる９月上旬の前期

と，前述の後期に，昭和61年以降は，前期にそ

れぞれ１週間前後をかけ実施した。

表１　保育所・幼稚園の年度別調査対象児

保　育　所 幼　稚　園

男児 女児 合計 男児 女児 合計

昭和59年度 102 78 180 464 486 950

昭和60年度

　　(前期)

　　(後期)
75 76 151 481

256
406
237

887
493

昭和61年度 67 66 133 499 477 976

昭和62年度 60 82 142 397 336 733

昭和63年度 60 56 116 418 380 798

合　計 364 358 722 2516 2321 4837
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　表２　４歳児から５歳児の推移対象児数

男　児 女　児 合　計

昭和59年
　　～昭和60年

77 57 134

昭和60年
　　～昭和61年

58 59 117

昭和61年
　　～昭和62年 36 40 76

昭和62年
　　～昭和63年 36 47 83

ふ　　計口　　口 207 203 410

注）各年度毎，市立保育所から市立幼稚園へ，進級し

　全種目測定した幼児を対象とした。

測定及び評価方法

立幅跳び　マットの端に，テープまたはチョー

クで線を引き，その線に爪先をそろえて立ち，

できるだけ遠くへ跳ぶ。踏み切る時の爪先から

着地した時の腫までを実測した。

上体おこし　膝を直角に曲げ，足を少し開いた

状態で仰臥し両手を後頭部で組む，補助者は，

被験児の足が動かないように，足首をおさえ

る。この状態で被験児は，肘が膝につくように

上体をおこし再び仰臥する。これをできるだけ

速く繰り返し，30秒間に何回できるかを測定し

た。

腕立伏臥　被験児は，うつ伏せになっている子

の背中に，両膝をのせその子に対し直角の位置

で腕立伏臥をし，腕の屈伸を２秒間に１回の速

さで行ない，何回できるかを測定した。

時間往復走　床に５ｍの幅で１ｍ間隔の平行線

を引き，さらに両外側の線より50cm外側に，そ

れぞれ平行線を引く（タッチライン）。笛の合

図で平行線を横ぎりながら，走って行きタッチ

ラインにタッチし，スタートしたタッチライン

に素早く戻ってタッチする。これを15秒間往復

し，何ｍ走ったかを測定した。

立位体前屈　40～50cmの高さの台上に，測定器

を置き被験児はその上に立つ，膝を曲げずに測

定器の目盛りにそって，両手を揃えて指先をで

きる限り下へのばす。指先が下方へ何cmとどい

たかを測定した。
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上体そらし　床にうつ伏せになり両手を後頭部

で組み足を少し開く，補助者は，被験児の足元

に膝をつき，自分の腕が直角になるくらい体重

をかけ，両足首をしっかりおさえる。測定者

は，被験児の阿の所で測定器を用意する。被験

児は，上体と顎をしっかり反りおこし，床面よ

り顎まで何cmかを測定した。

腕立支持　幼児の腰の位置より，少し高い机か

台を２脚用意し，腰の幅より少し広めに机を平

行に置く。被験児は，その机の間に立ち両手を

左右の机上に置く，合図で腕をのばし，身体を

支持し両脚を床から上げる。その状態を何秒間

維持できるかを測定した。

長座体前屈5)｡6)｡7)床に脚をのばして座り，

足の裏を測定器につけ，測定器の両側面にある

目盛りにそって，両手を精一杯前へのばす。立

位体前屈を座って行なうことになるが，この測

定器は市販されてないので，幼児の足より少し

大きめの箱を用意し，その箱の両側面に目盛り

をつけて測定した。測定器より何cm指先が前に

とどいたかを測定した。

垂直とび　測定器の上に立ち，足元にある細い

紐を，腰に巻きつけたベルトに結びつける。足

元から先の細い紐と，その先にあるメジャーも

一緒にピーンと張る。被験児はできるだけ高く

とび上がる。何cm跳び上がったかを測定した。

片脚閉眼立ち　床に直立し，合図で両手を横，

片方の脚は曲げて後ろにあげ片脚立ちとなり閉

眼する，その状態か何秒間維持できるかを測定

した。

開脚体前屈　床に脚をのばして座り，脚を左右

に精一杯開き，両手で足首をつかみ，上体をで

きるだけ前屈する。それを，Ａ＝胸が床につく

・Ｂ＝額が床につく・Ｃ＝全然つかない。と３

段階に分けて測定した。

結　　果

　それぞれの種目において，４歳時から５歳時

の推移を，対応のあるＺ検定を用いて分析し

た。なお開脚体前屈については，χ2検定を用

いて分析した。さらに５年間の測定結果につい



ては，保育所，幼稚園それぞれ集計したもの

を，文末の表14から表16に掲載する。

４歳時から５歳時の推移

立幅跳び

　立幅とびの結果を表３に示す。各年度毎，男

児，女児，及びその合計，全体の合計と，全て

において有意な差がみられた。男児，女児とも

10数cmの仲びになっている。

上体おこし

　上体おこしの結果を表４に示す。その結果，

昭和60年～昭和61年の女児において，有意な傾

向にある，となったが，その他の各年度毎，男

児，女児，その合計，全体の合計は有意な差が

みられた。　１回しか出来なかった４歳時が，５

歳時では３回は出来るようになる。

腕立伏臥

　腕立伏臥の結果を表５に示す。その結果，昭

和59年～昭和60年の，男児，女児，その合計で

有意な差はみられなかった。また昭和61年～昭

和62年の女児において仏有意な差はみられな

かった。その他は，各年度毎，男児，女児，そ

の合計，全体の合計は有意な差がみられた。

３，４回だったのが，５，６回はできるように

なる。

時間往復走

　時間往復走の結果を表６に示す。その結果，

昭和60年～昭和61年の男児で，有意な差はみら

れなかったが，その他の各年度毎，男児，女

児，その合計，全体の合計は有意な差がみられ

た。男児，女児とも２，３ｍの伸びかおる。

立位体前屈

　立位体前屈の結果を表７に示す。その結果昭

和59年～昭和60年において，男児は４歳時の方
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表３　立幅跳びについての分析結果

男　児 女　児 合　計

昭和

59年

　丿

昭和

60年

４

歳

　そ
　ＸＪ

　77
107.474

　14.147

57
90.246
14.037

134
100.146

　16.473

５

歳

　そ

　ズ
９

　77

119.266

　16.703

　57
101.325

　13.253

134
111.634

　17.712

ｐ

Ｚ値

11.792

　　***　6.333

10.588

　　***　4.600

11.280

　　***　7.803

問

診

４

歳

　そ
　ＸＪ

58
93.267
18.656

59
87.873
16.140

117
　90.547
　17.640

５

歳

　η

　一　Ｘ

＆）

　58
114.864

　17.261

　59
101.146

　14.811

117
107.946

　17.475

7）

Z値

21.597

　　***　7.698

13.273

　　***
　7.030

17.399

　　***10.104

昭和
61年

　？

昭和
62年

４

歳

　そ
　ズJ

　36
102.958

　13.597

40
92.975
17.330

76
97.704
16.447

５

歳

　ア

　ズJ

　36
111.292

　15.691

　40
103.925

　13.882

　76
107.415

　15.218

7）

0直

8.333

3.187

10.950

　　***　3.732

9.711

　　***4.924

昭和
62年

　丿

昭和
63年

４

歳

　ア

　ズJ

36
99.139
19.978

47
88.223
16.379

83
92.958
18.823

５

歳

　μ

　fSD

　36
112.125

　18.784

　47
105.277

　17.213

　83
108.247

　18.230

7）

Z値

12.986

　　***　4.835

17.053

　　***　6.197

15.289

　　***　7.853

｡乙、
口

計

４

歳

　万

　一　χ

息）

207
101.259

　17.524

203

　89.626

　16.000

410
　95.499
　17.766

５

歳

　弩
　Ｘ屁）

207
115.404

　17.375

203

102.700

　14.924

410
109.114

　17.408

£）

０直

14.145

　　***11.126

12.936

　　*ﾎ*10.678

13.547

　　*奉*15.430

注）’ｐく.05，¨p＜.01，¨‘p＜.001

が有意にすぐれ，女児とその合計では，有意な　伸びとなっている。

差はみられなかった。その他の各年度毎，男

児，女児，その合計と全体の合計は，有意な差　上体そらし

がみられた。男児，女児とも1.5cmから2cmの　　上体そらしの結果を表８に示す。その結果，
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表４　上体おこしについての分析結果

男　児 女　児 合　計

昭和

59年

　？

昭和

60年

４

歳

　茫

　XSD

77
　2.429
　3.856

57
　1.404
　2.595

134
　1.993
　3.415

５

歳

　ア

　ズ屁）

77
　4.571
　4.528

57
　3.088
　3.662

134
　3.940
　4.246

ｐ

副直

2.143

　　***4.120

1.684

　　***4.445

1.948

　　***5.745

昭和

60年

　？

昭和

61年

４

歳

　だ

　Xj辺

58
　0.517
　1.567

59
　0.915
　2.053

117
　0.718
　1.839

５

歳

　そ

　ズSD

58
　2.414
　3.582

59
　1.475
　2.764

117
　1.940
　3.230

£）

Ｚ値

1.897

　　***4.860

0.559

1.833

1.222

　　***4.816

昭和

61年

　丿

昭和
62年

４

歳

　だ
　ズJ

36

　0.860

　1.823

40
　1.525
　2.540

76
　1.184
　2.258

５

歳

　そ
　ＸＪ

36
　3.167
　4.133

40
　2.725
　3.332

76
　2.934
　3.739

7）

副直

2.361

4.088

1.200

2.518

1.750

　　***4.670

昭和
62年

　丿

昭和
63年

４

歳

　そ

　Ｘ
瓜）

36
　0.611
　1.231

47
　2.191
　3.022

83
　1.506
　2.538

５

歳

　茫
　χ

SD

36
　2.861
　3.690

47
　3.617
　4.765

83
　3.289
　4.348

7）

副直

2.250

　　***3.922

1.426

　　本本2.942

1.783

　　***4.808

合

計

４

歳

　琴
　ズJ

207
　1.295
　2.798

203
　1.468
　2.591

410
　1.380
　2.699

５

歳

　茫
　Ｘ９

207
　3.425
　4.172

203
　2.670
　3.755

410
　3.051
　3.989

ｊ

円直

2.130

　　***8.131

1.202

　　***5.941

1.671

　　***9.985

注）゛p＜.10，’p＜.05，¨p＜.01，¨*p＜.001

昭和62年～昭和63年の女児において，有意な傾

向にあり，その他は各年度毎，男児，女児，そ

の合計，全体の合計で有意な差がみられた。男

児，女児とも5cm程度ののびとなっている。

表５　腕立伏臥についての分析結果

男　児 女　児 合　計

昭和

59年

　丿

昭和

60年

４

歳

　そ

　Ｘ
息）

77
　5.701
　4.688

57
　3.386
　3.645

134
　4.716
　4.426

５

歳

　弩
　ＸＪ

77
　6.442
　7.536

57
　3.877
　4.286

134
　5.351
　6.480

£）

Ｚ値

0.740

　7?
.S

0.829

0.667

　77
.S

1.119

0.709

　η.S1.243

昭和

60年

　？

昭和

61年

４

歳

　ア

　ズSD

58
　3.328
　7.302

59
　1.814
　3.851

117
　2.564
　5.872

５

歳

　７

　Ｘｊ辺

58
　6.069
　6.189

59
　5.458
　5.588

117
　5.761
　5.902

7）

副直

2.741

2.080

3.644

　　*ﾎ*4.688

3.197

　　***4.207

昭和
61年

　丿

昭和

62年

４

歳

　そ
　ＸＪ

36
　1.444
　2.204

40
　2.975
　4.783

76
　2.250
　3.863

５

歳

　弩

　ズ浸）

36

　5.500

　6.252

40
　3.675
　5.193

76
　4.539
　5.791

β

０直

4.056

　　***4.072

0.700

　η、S0.664

2.289

3.057

昭和
62年

　７

昭和
63年

４

歳

　弩
　ＸＪ

36
　2.139
　3.190

47
　3.021
　4.398

83
　2.639
　3.944

５

歳

　そ
　Ｘ

兄）

36
　7.167
　8.328

47
　7.404
　7.310

83
　7.301
　7.769

f）

副直

5.028

　　***3.947

4.383

　　***3.784

4.663

　　***5.465

.乙、
口

二計

４

歳

　そ
　Ｘ

訪

207
　3.676
　5.345

203
　2.764
　4.174

410
　3.224
　4.823

５

歳

　そ

　ズSD

207

　6.300

　7.140

203
　5.113
　5.828

410
　5.712
　6.550

£）

副直

2.623

　　***4.537

2.399

　　***5.301

2.512

　　***6.834

注），1.sは有意差なし，●p＜.05，’●p＜.01，●●●

　p＜.001

腕立支持

　腕立支持の結果を表９に示す。その結果昭和

62年～昭和63年の女児において，有意な差はみ

られなかったが，他の各年度毎，男児，女児，
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表６　時間往復走についての分析結果

男　児 女　児 合　計

昭和

59年

　丿

昭和

60年

４

歳

　そ
　Ｘ浸）

77
25.831

　4.185

57
24.123

　3.288

134
　25.104
　3.921

５

歳

　双

　－　χ

SD

77

28.377
　2.308

57
26.474

　1.957

134
　27.567
　2.361

7）

0直

2.545

　　申**5.259

2.000

　　***3.889

2.313

　　***6.549

昭和

60年

　？

昭和

61年

４

歳

　そ

　ズSD

58

25.397
　3.316

59
24.525

　2.982

117
　24.957
　3.182

５

歳

　万

　一　Ｘ

反）

58

25.844
　2.741

59
25.915

　2.438

117
　25.880
　2.592

ｊ

Ｚ値

0.448

　72
.S

0.910

1.390

　　***2.776

0.923

2.619

昭和
61年

　丿

昭和
62年

４

歳

　ア

　ズJ

36

24.472
　2.230

40
24.250

　3.455

76
24.355

　2.941

５

康

　そ
　Ｘ訪

36

28.167
　2.062

40
27.350

　1.969

76
27.737

　2.054

7）

0直

3.694

　　***7.601

3.100

　　***5.568

3.382

　　***9.095

昭和
62年

　丿

昭和
63年

４

歳
　誓
　ズ訪

36

24.167
　3.279

47
24.085

　3.195

83
24.120

　3.232

５

歳

　侭
　－
　Ｘ

兄）

36

27.194
　5.021

47
26.830

　2.949

83
26.988

　3.986

7）

/値

3.028

　　***4.143

2.745

　　***4.526

2.867

　　***6.171

合

計

４

歳

　そ
　ズ9

207

　25.184
　3.573

203
　24.256
　3.220

410
　24.724
　3.434

５

歳

　茫
　ズ訪

207

　27.425
　3.217

203
　26.567
　2.417

410

　27.000
　2.881

7）

0直

2.242

　　***7.897

2.212

　　***8.086

　2.227

　　***11.307

注）M.Sは有意差なし，…ｐく｡001

その合計，全体の合計とも有意な差がみられ

た。男児，女児とも22秒前後伸びている。

長座体前屈

　長座体前屈の結果を表10に示す。その結果昭
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表７　立位体前屈についての分析結果

男　児 女　児 合　計

昭和

59年

　？

昭和

60年

４

歳

　弩

　Ｘ兄）

77
　8.308
　3.825

57
　7､.193
　4.718

134
　7.834
　4.264

５

歳

　弩
　χ

J

77
　7.214
　5.059

57
　7.386
　4.757

134
　7.287
　4.934

ｊ

Ｚ値

一1.094

-2.123

0.018

　月.S0.027

-0.621

　月.S-1.518

昭和

60年

　丿

昭和

61年

４

歳

　り
　ＸＪ

58
　4.793
　6.320

59
　4.754
　6.169

117
　4.774
　6.244

５

歳

　μ

　一　χ

SD

58
　7.034
　5.929

59
　7.602
　5.675

117
　7.321
　5.809

Z）

副直

2.241

2.383

2.847

3.322

2.547

　　***4.020

昭和

61年

　丿

昭和
62年

４

歳

　そ

　ズj辺

36
　4.889
　5.240

40
　7.750
　5.484

76
　6.395
　5.557

５

歳

　そ

　XSD

36
　7.944
　5.930

40
11.188

　4.293

76
　5.651
　5.383

7）

戸直

3.056

3.264

3.438

　　***3.870

3.257

　　***5.085

昭和
62年

　丿

昭和
63年

４

歳

　？
　χ

J

36
　4.403
　9.032

47
　6.649
　5.882

83
　5.675
　7.498

５

歳

　？
　χ

J

36
　8.667
　7.117

47
　9.564
　5.561

83
　9.175
　6.299

7）

副直

4.264

2.906

2.915

2.932

3.500

　　***4.131

.乙、
口

計

４

歳

　μ

　ｆ兄）

207
　6.049
　6.216

203
　6.468
　5.708

410
　6.257
　5.974

５

歳

　琴

　ズ屁）

207
　7.543
　5.887

203
　8.702
　5.361

410
　8.117
　5.662

7ﾆ）

Ｚ値

1.494

3.216

2.185

　　***5.058

1.836

　　***5.783

注),1.s有意差なし,・p＜.05,･･p＜.01,…p＜.001

和59年～昭和60年で，男児，女児，その合計で

４歳時の方が，有意に優れていた．昭和60年～

昭和61年では，男児，女児は有意な差はみられ

ず，その合計で４歳時が有意な傾向にあった．

昭和61年～昭和62年では，男児，女児，その合
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　表８　伏臥上体そらしについての分析結果

男　児 女　見 合　計

昭和

59年

　丿

昭和

60年

４

歳

　IZ
　f

屁）

77
30.149

　5.818

57

29.000
　5.956

134
　29.660
　5.906

５

歳

刄£
SD

77
35.325

　7.363

57
33.965

　7.305

134
　34.746
　7.369

一

円直

5.175

　　***6.064

5.351

　　***4.683

5.250

　　***7.633

昭和

60年

　？

昭和

61年

４

歳

　そ

　XSD

58
28.388

　6.414

59
30.297
6.554

117
　29.350
　6.555

５

歳

　刄

　一　ズ

SD

58
35.284

　6.675

59
37.678

　4.437

117
　36.491
　5.783

ｊ

Ｏ直

6.897

　　***6.707

7.381

　　***9.264

　7.141

　　***11.043

昭和

61年

　丿

昭和
62年

４

歳

　弩
　χ

J

36

32.403
　6.001

40
33.838

　4.884

76
33.158

　5.489

５

歳

　そ
　χ

SD

36
34.639

　5.569

40
35.825

　4.806

76
35.263

　5.215

7）

政直

2.236

2.160

1.988

2.728

2.105

3.404

昭和
62年

　？

昭和

63年

４

歳

　そ
　ズJ

36
29.056

　6.216

47
31.362

　5.448

83
30.361

　5.905

５

歳

　そ
　ＸＪ

36
33.694

　7.091

47
33.138

　7.678

83
33.380

　7.434

ｐ

Ｚ値

4.639

　　*本本3.690

1.777

1.809

3.018

　　***3.822

合

計

４

歳

　μ

　一　Ｘ

反）

207
　29.857
　6.243

203
　30.877

　6.073

410

　30.362

　6.181

５

歳

　ｔ
　χ厦）

207
　34.911
　6.867

203
　35.219
　6.495

410

　35.063

　6.687

召

回直

5.053

　　***9.692

4.451

　　***8.844

　4.755

　　***13.124

注）゛p＜.10，’p＜.05，¨p＜.01，’¨p＜.001

計で有意な差がみられるが，昭和62年～昭和63

年では，男児は有意差なく，女児で４歳時が有

意な傾向にあり，その合計では，４歳時の方が

有意に優れていた。また全体の合計では，男

表９　腕立支持についての分析結果

男　児 女　児 合　計

昭和

59年

　丿

昭和

60年

４

歳

　μ

　－　X

j辺

77
17.833
19.629

57
17.275
17.869

134
　17.596

　18.903

５

歳

　そ
　Ｘき辺

77
47.952
34.073

57
43.637
35.911

134

　46.117
　34.932

7）

副直，

30.119

　　***　7.583

25.357

　　***　5.040

28.094

　　***　8.994

昭和

60年

　？

昭和

61年

４

歳

　刄
　fSD

58
21.049
23.762

59
17.556
22.588

117

　19.288

　23.243

５

歳

　ベ

　ズSD

　58

’41.005

　35.955

59
42.939
31.208

117
　41.980

　33.659

7）

Z値

22.484

　　***　6.202

25.343

　　***　4.461

23.989

　　**庫　6.994

昭和
61年

　丿

昭和
62年

４

歳

　そ

　ズJ

36
10.799

　9.097

40
19.742
26.245

76
15.506

20.535

５

歳

　弩
　Ｘ兄）

36
33.283
20.556

40
45.085
46.807

76

39.494
37.256

召

吋直

19.956

　　***　4.969

25.383

　　***　6.284

22.692

　　***
　7.971

昭和
62年

　？

昭和
63年

４

歳

　ｔ

　ズ訪

36
17.462
14.907

47
20.839
21.890

83

19.374
19.249

５

歳

　そ
　Ｘ

訪

36
29.258
25.010

47
26.298
21.172

83

27.582

22.963

乃

Ｚ値

11.796

　　**ﾎ　4.083

5.459

　η.S1.450

8.208

3.304

ふ口

計

４

歳

　そ
　χ

SD

207

　17.446

　19.130

203
18.668
22.064

410

　18.051

　20.644

５

歳

　そ
　Ｘ９

207

　40.203

　32.063

203

　39.705

　35.148

410
　39.957

　33.627

ｊ

Ｚ値

22.757

　　中本*11.025

20.755

　　***　8.727

21.766

　　***13.852

注），1.sは有意差なし，●p＜.05，¨p＜.01，*●癩

　p＜.001

児，女児，その合計とも４歳時が有意に優れて

いた。男児，女児とも1cm前後５歳時の方が

劣っていた。
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表10　長座体前屈についての分析結果

男　児 女　児 合　計

昭和

59年

　丿

昭和

60年

４

歳

　そ

　XSD

77
　8.175
　4.870

57
　7.342
　4.233

134
　7.821
　4.629

－Ｄ

歳

　？
　Ｘ

訪

77
　5.734
　6.197

57
　5.447
　6.225

134
　5.612
　6.211

7）

/値

-2.442

　　**孝一4.720

-2.018

-3.233

-2.261

　　***-5.690

昭和

60年

　丿

昭和

61年

４

歳

　そ
　Ｘ

訪

58
　5.526
　4.515

59
　6.983
　4.620

117
　6.261
　4.626

５

歳

　μ

　一
　X

j辺

58

　4.552

　5.900

59
　6.356
　5.203

117
　5.462
　5.632

一

回直

-0.974

　η.S-1.535

-0.627

　71
.S

-1.084

　0.799

-1.870

昭和
61年

　丿

昭和
62年

４

歳

　弩
　ズ諮

36
　5.028
　6.321

40
　9.613
　4.662

76
　7.441
　5.967

５

歳

　７
　Ｘ

厦）

36
　8.194
　5.509

40
10.888

　4.973

76
　9.612
　5.404

ｐ

Ｏ直

3.167

　　***4.365

1.275

2.201

2.171

　　***4.628

昭和
62年

　之

昭和
63年

４

歳

　刄

　一　χ

SD

36
　8.944
　5.043

47
　9.404
　4.223

83
　9.205
　4.602

５

歳

　そ
　Xj辺

36
　7.778
　6.178

47
　8.032
　5.711

83
　7.921
　5.919

7）

削直

-1.167

　71
、S

　I.657

-1.372

　1.796

-1.283

　2.436

八口

計

４

歳

　そ
　χ厦）

207
　7.014
　5.326

203
　8.163
　4.584

410
　7.585

　5.005

５

歳

　そ
　Ｘ訪

207
　6.186
　6.158

203
　7.382
　5.920

410
　6.778
　6.071

7）

副直

-0.833

　　***-2.442

-0.815

　2.475

-0.824

　　***-3.479

注）

　ｐ

｡.s有意差なし，・ｐ＜．１０，’ｐ＜．０５，痢●

＜.01，゛゛゛p＜.001

垂直とび

　垂直とびの結果を表11に示す。その結果昭和

59年～昭和60年の女児，昭和61年～昭和62年の

男児，昭和62年～昭和63年の男児，女児，その
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表11　垂直とびについての分析結果

男　児 女　児 合　計

昭和

59年

　丿

昭和

60年

４

歳

　そ
　Ｘ即

77
14.657

　4.727

57
15.418

　5.164

134
　14.981
　4.932

５

歳

　μ

　一　X

SD

77
19.584

　5.818

57
16.911

　4.665

134
　18.446
　5.518

乃

／値

4.926

　　***6.258

1.177

　η.S1.391

3.331

　　***5.571

昭和

60年

　丿

昭和

61年

４

歳

　そ
　Ｘ反）

58
13.512

　4.802

59
13.637

　5.281

117
　13.575
　5.050

５

慌

　μ

　一　X

SD

58
19.250

　5.026

59
19.161

　4.748

117
　19.205
　4.888

7）

削直

5.738

　　***7.689

5.524

　　***6.165

5.630

　　***9.682

昭和
61年

　丿

昭和
62年

４

歳

　そ
　ＸＪ

36
15.597

　5.095

40
13.013

　4.666

76
14.237

　5.042

５

歳

　？

　X SD

36
16.958

　4.181

40
18.063

　5.025

76
17.539

　4.677

£）

／値

1.361

　M.S1.382

5.050

　　***5.554

3.303

　　***4.737

昭和
62年

　丿

昭和
63年

４

歳

　そ
　ズJ

36
16.347

　5.748

47
14.532

　4.104

83
15.319

　4.968

５

歳

　そ
　XSD

36
17.625

　6.178

47
15.011

　5.711

83
16.145

　5.919

ｐ

Ｏ直

1.278

　η、S1.256

0.479

　η.S0.751

0.825

　η.SI.453

ふ口

ご計

４

歳

　そ

　X SD

207
　14.794
　5.102

203
　14.221
　4.959

410

　14.510

　5.040

５

歳

　7
　χ

SD

207
　18.693
　5.470

203
　17.352
　5.083

410

　18.029

　5.324

ｐ

μ直

3.899

　　本本*8.607

3.042

　　***6.789

　3.475

　　***10.894

注），1.s有意差なし，･･･p＜.001

合計でそれぞれ有意な差はみられなかった。そ

の他では各年度毎，男児，女児，その合計，全

体の合計それぞれ有意な差がみられた。男児，

女児とも3cm程の伸びとなってる。
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表12　片脚閉眼立ちについての分析結果

男　児 女　児 合　計

昭和

59年

　丿

昭和

60年

４

歳

　茫
　χ

誕）

77
　4.564
　4.811

57
　4.398
　2.567

134
　4.493
　4.014

５

歳

　7

　XSD

77
　5.185
　4.045

57
　8.189
　9.662

134　　｀
　6.463
　7.164

7）

け直

0.621

　ﾀﾌ.S0.858

3.729

3.090

1.943

2.895

昭和

60年

　？

昭和

61年

４

歳

　そ
　ＸＪ

58
　3.946
　3.186

59
　4.992
　4.776

117
　4.474

　4.100

５

歳

　７

　χ兄）

58
　5.605
　5.625

59
　4.631
　3.414

117
　5.114
　4.669

Zつ

Ｚ値

1.659

2.010

-0.361

　η、S-0.480

0.640

　吋.S1.135

昭和

61年

　？

昭和
62年

４

歳

　弩
　χ

J

36
　2.746
　2.210

40
　3.934
　3.305

76
　3.371
　2.901

５

歳

　弩
　ズ兄）

36
　3.801
　2.651

40
　4.146
　4.078

76
　3.983
　3.481

ｊ

削直

1.055

1.925

0.212

　η.S0.290

0.611

　η.S1.318

昭和
62年

　丿

昭和

63年

４

歳

　？
　ＸＪ

36
　3.486
　2.751

47
　4.914
　4.823

83
　4.295
　4.117

５

歳

　そ
　Ｘ兄）

36
　4.318
　2.314

47
　7.395
　6.993

83
　6.061
　5.687

7）

0直

0.832

　Z7
，S

1.387

2.481

2.778

1.766

　　**3.083

ふ口

計

４

歳

　弩
　XSD

207
　3.887
　3.748

203
　4.599
　4.023

410
　4.240
　3.903

５

歳

　対

　一　X

SD

207
　4.911
　4.189

203
　6.174
　6.869

410
　5.537
　5.711

£）

／値

1.024

2.688

1.558

3.196

1.288

　　***4.176

注），9.s有意差なし，＋ｐ＜．１０，●ｐ＜．０５，●＊

　ｐ＜．０１，゛゛゛ｐ＜．００１

片脚閉眼立ち

　片脚閉眼立ちの結果を表12に示す。その結果

昭和59年～昭和60年の男児，昭和60年～昭和61

年の男児，女児，その合計，昭和61年～昭和62
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表13　開脚体前屈についての分析結果

不　　変 良い変化 悪い変化

昭和59年

　　丿

昭和60年

男　児 48 ４ 25

女　児 29 ３ 25

計 77 ７ 50

x2値
　η．Ｓ

１．７６０ 　八.S0.000 　η.S1.817

昭和60年

　　丿

昭和61年

男　児 46 ４ ８

女　児 34 ７ 18

計 80 11 26

ズ2値 6.359 　れ.S0.847 4.728

昭和61年

　　丿

昭和62年

男　児 27 ２ ７

女　児 25 ８ ７

計 52 10 14

x2値 　η.S1.37() 0.001 　η.S7.633

昭和62年

　　丿

昭和63年

男　児 30 ３ ３

女　児 27 ４ 16

計 57 ７ 19

ズ2値 6.350 　η.S0.001 7.633

八口

計

男　見 151 13 43

女　児 115 22 66

計 266 35 109

ズ2値 　　*申*11.945 　酋、S2.726
　　＊＊＊７．２３７

注）92.s有意差なし，‘＜.10，・p＜.05，･･p＜.001

年の男児，女児，その合計，さらに昭和62年～

昭和63年の男児で，それぞれ有意な差がみられ

なかった。その他では有意な差がみられた。男

児，女児とも１，２秒の伸びとなってる。

開脚体前屈

　開脚体前屈の結果を表13に示す。その結果昭

和59年～昭和60年では，有意な差はどこにもみ

られなかった。昭和60年～昭和61年では，不変

の者，悪い変化（硬くなった）をした者で有意

な差がみられたが，良い変化（柔らかくなっ

た）をした者の有意な差はみられなかった。昭

和61年～昭和62年では良い変化をした者は有意



な傾向にある程度で，不変の者，悪い変化をし

た者の，有意な差はみられなかった。昭和62年

～昭和63年では，不変の者，悪い変化をした者

の有意な差はみられたが，良い変化をした者の

有意な差はみられなかった。全体を合計したと

ころでは，不変の者，悪い変化をした者の有意

な差はみられたが，良い変化をした者の有意な

差はみられなかった。またそれぞれの変化の人

数をみると，軟らかくなった者にくらべ，硬く

なった者と，不変の者の数が極めて多いこと

が，目につく。

　以上の結果をもとに，体力を機能的にみた場

合,8)9)lo)11)筋力・敏捷性・瞬発力・柔軟性

・持久力・平衡感覚などに分けられる。今回の

測定結果を各項目にあてはめて，それぞれ全体

的にみてみると，筋力では，上体おこし・腕立

伏臥があてはまる，４歳時から５歳時の推移

は，有意な差がみられた。敏捷性は，時間往復

走でみるがこれも有意な差がみられた。瞬発力

を，立幅跳び・垂直とびでみるとやはり両種目

と仏有意な差がある。柔軟性は，立位体前屈

・長座体前屈・上体そらし・開脚体前屈の４種

目になるが，前屈する３種目では，立位体前屈

は有意な差があるのに，長座体前屈・関脚体前

屈では，逆に４歳時の方が有意であった。これ

は，前屈するとき立泣か座位かで，膝のゆるみ

具合が違い記録に差がでてくる。開脚座では股

関節の硬さがプラスされ，このような結果に

なったと考えられる。上体そらしは，有意な差

がみられたが，この種目は柔軟性に筋力も影響

していると思える。この柔軟性は，４歳時から

５歳時にかけ身体が硬くなってきているという

結果がでた。次に持久力については，筋持久力

として腕立支持でみる。この種目も有意な差を

みることができた。平衡感覚については，行脚

開眼立ちでみる。各年度毎あまり有意な差はな

かったものの，全体でみると有意な差がみられ

た。以上のことから，別府市内の４歳児から５

歳児の体力の推移は，柔軟性以外は，順調な発

達をしているといえる。

Bukh of Bゆ囲U竃回禎妙Jnioy Colle部，10（1991）

考　察

　５年間の測定結果により，別府市内の４歳児

と５歳児の体力，及びその推移をみることがで

きた。しかし，子どもたちは「全力を出して行

なう」12）ことはできたか，また「やる気」13）は

あったか,「目標物となるもの」1oはあったか等

で，結果は達ってくると考えられる。またこの

結果が全国的にどうなのか，全国の４～５歳児

の測定結果と比較考察も今後に残されている。

さらに毎年，園ごとに同一測定者で測定できな

かった事を含めて，今後に多くの課題が残され

た。

　柔軟性以外は，順調に推移していたが，柔軟

性が発達していない，ということはひとことで

言えば,「遊びが不足している」15）といえる。文

部省の体力白書による，子どもたちの筋力・柔

軟性の低下が，市内の幼児たちは，この時期で

始まっているのではないか，遊びが不足すれ

ば，身体の感覚や機能の発達も遅れ，加齢とと

もに体力を含む全体的な発達が，阻害されはし

ないかと不安である。

まとめ

　子どもたちに体育的な指導をするなかで，筋

力，柔軟性，巧敵性等に欠けている事は，以前

より気になっていたが，数字として確認するこ

とができた汀からだの柔軟性が悪くなるのは，

一般的には運動不足が原因だ。精神的な緊張も

この原因とみられている。もっとのびのびと，

戸外で運動することが必要だろう」と正木健雄

氏は述べている｡ 16）ある幼稚園のキャンプの

時，山の斜面を駆けおりてる子が，平地ばかり

で遊んでるせいか，斜面での止り方がわから

ず，勢いあまって，枯葉の積った穴へ頭から落

ちたり，木登りするのに，両足で木をはさむ事

を知らない子等に出合い，驚かされ自然のなか

での，遊びの経験の少なさを認識した。幼児と

いうものは，筋力は乏しいが柔軟性はある，と

多くの人たちは思っている。しかし，この研究
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で幼児の特性ともいえる柔軟性が，欠けている　　３）正木健雄　ぃきぃき体調トレーニング　岩波ジュ

ことがわかった。柔軟性に乏しいということ　　　ニア新書，Pp124－127（1987），

は，からだの動きがぎこちなくなり，リズム感

にも欠け，運動をスムースに行なえず，骨折や

捻挫にもつながりやすくなる。本来子どもの生

活は遊びが全てである。遊びをとおして発育発

達していくものである。しかし，現代社会にお

いて子どもをとりまく現状は,遊び場の減少17）

・自然環境とのかかわり不足18）・車社会19）｡

テレビづけ2o）・既製のオモチャの膨大な数21）

等々,からだをとおして遊ぶ,場所と機会を少な

くする諸問題は，年々増え続けている。また，

自から進んで遊べない子が，多くなってきてい

る現状ふまえ，どうすれば，しっかり遊ばせる

ことができるか，ということは我々指導者に課

せられた，大きな課題である22）。

　最後に，この体力測定を５年間にわたり御協

力下さった，別府市教育委員会，児童家庭課の

先生方，保育所・幼稚園の先生方，コンピュー

ターを用いて統計処理をお手伝いいただいた志

賀成元先生に，深く感謝ししより御礼を申し述

べたい。また，この測定結果が今後の研究や研

修の場で，役立てば幸いである。
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